
 

 

 

平成２５年１０月３１日 

国土交通省国土技術政策総合研究所 

つくば市 

 

つくば市二の宮小学校の「通学路」で交通安全対策の社会実験を実施します 

 

 国総研は、つくば市二の宮小学校の「通学路」において、つくば中央警察署の協力の

下、交通安全対策を行う社会実験（実道での対策の試行）を実施します。 

実験結果は、つくば市においては、つくば市二の宮小学校通学路の交通安全対策の事

業実施に活かすとともに、国総研においては、全国の生活道路の交通安全対策の研究に

活かすこととしています。 

 

 通学路の交通事故が社会問題となっている中で、国総研が生活道路の交通安全対策の研究のため社

会実験を行うものであり、路側帯（歩行部分）拡幅・カラー化、交差点入口狭さく、ハンプ(凸部)、

シケイン（屈曲部）設置等５種類の対策を、効果把握のため、3期に分けて実施することを予定して

います。実験結果は、つくば市においては、二の宮小学校の「通学路」や他の通学路の交通安全対策

に役立てるとともに、国総研においては、全国の生活道路の交通安全対策の研究に活かすこととして

います。 

記 

１．実施期間（予定）および実験内容（詳細は別紙参照） 

実施期間 ： 平成２５年１０月２８日（月）～１２月２０日（金） 

第１期：11/11(月)～11/15(金) ： 路側帯（歩行部分）の拡幅、交差点入口狭さく、等 

第２期：11/25(月)～11/29(金） ： 路側帯のカラー化、ハンプ(凸部)設置（11/25 設置 29 撤去）、等 

第３期：12/9（月）～12/13(金） ： シケイン（屈曲部）設置、等 

※ 実施期間は、天候状況等により、変更する場合があります。 

※ 設置作業等は、ハンプを除き、第 1 期、第 2 期、第 3 期の前後の期間で行います。 

 

２．実験実施場所（詳細は別紙参照） 

つくば市二の宮小学校区の一部の区間 

 

３．主な調査内容 

走行速度、走行位置、交通量、安心感等の変化を調査します。 

以上 

 

                      
問い合わせ先 

国土交通省 国土技術政策総合研究所 道路研究部 道路空間高度化研究室 藪(やぶ)・大橋 

 ＴＥＬ：０２９－８６４－４５３９ ＦＡＸ：０２９－８６４－２８７３ 

資料配布場所 
1. 国土交通記者会 
2. 国土交通省建設専門紙記者会 
3. 国土交通省交通運輸記者会 
4. 筑波研究学園都市記者会 



 
 

 別紙  

社 会 実 験 の 対 象 路 線 

 

社会実験の対象路線は、つくば市松野木地内～つくば市小野川地内までの約 1.3 ㎞の区間です。 

 

この背景地図等データは、国土地理院の電子国土 Web システムから提供されたものである。

つくば駅

二の宮小学校 

対象路線 



 
 

社会実験の概要図（第１期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二の宮
小学校 

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号 平 25 情使、第 466 号）

A 区間の課題 

C 地点の課題 

＜課題：自動車や歩行者等が混在＞ 
狭幅員のため、自動車、自転車およ

び歩行者が混在している。そのため、
自動車が走行する際、歩行者が危険で
あると感じている可能性が高い。

＜課題：通過交通の流入＞ 
他地域からの通過交通が流入し

ている。 

対策：歩行者の安全確保等のための 

路側帯拡幅（第 1期） 

対策：歩行者の安全確保等のた

めの路側帯拡幅 

（第 1 期） 

対策：通過交通抑制等のための 

交差点入口狭さく設置（第 1期） 

（区間名A,B,Cは、便宜的に付与したもの）

B 区間の課題 

＜課題：車両の走行速度が速い。自動
車や歩行者等が混在）＞ 

幅員が広く、直線的で見通しも良い
ため、車両の走行速度が速くなってい
る。 

また、車道が広く路側帯が狭いた
め、歩行者が通行するには、危険であ
ると感じている可能性が高い。 



 
 

社会実験の概要図（第２期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二の宮
小学校 

A 区間の課題 

C 地点の課題 

＜課題：自動車や歩行者等が混在＞ 
狭幅員のため、自動車、自転車およ

び歩行者が混在している。そのため、
自動車が走行する際、歩行者が危険で
あると感じている可能性が高い。

＜課題：通過交通の流入＞ 
他地域からの通過交通が流入し

ている。 

対策：歩行者の安全確保等のための 

横断帯の設置（第 2 期） 

注意喚起の表示（第 2期） 

対策：歩行者の安全確保等のため

の路側帯カラー化（第 2期） 

対策：車両速度抑制等のための 

ハンプ設置（第 2期） 

※ ハンプは第 2期初日（11/25）に設置、

第 2期最終日（11/29）に撤去予定 

対策：通過交通抑制等のための 

交差点入口狭さく設置（第 2期） 

（第 1 期の狭さくの長さを延長） 

（区間名A,B,Cは、便宜的に付与したもの）

B 区間の課題 

＜課題：車両の走行速度が速い。自動
車や歩行者等が混在）＞ 

幅員が広く、直線的で見通しも良い
ため、車両の走行速度が速くなってい
る。 

また、車道が広く路側帯が狭いた
め、歩行者が通行するには、危険であ
ると感じている可能性が高い。 

対策：歩行者の安全確保等のた

めの路側帯拡幅 

（第 1 期より継続） 

対策：歩行者の安全確保等のための 

路側帯拡幅 

（第 1 期より継続） 

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号 平 25 情使、第 466 号）



 
 

社会実験の概要図（第３期） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二の宮
小学校 

A 区間の課題 

C 地点の課題 

＜課題：自動車や歩行者等が混在＞ 
狭幅員のため、自動車、自転車およ

び歩行者が混在している。そのため、
自動車が走行する際、歩行者が危険で
あると感じている可能性が高い。

＜課題：通過交通の流入＞ 
他地域からの通過交通が流入し

ている。 

（区間名A,B,Cは、便宜的に付与したもの）

対策：歩行者の安全確保等のための 

ゴム製ポール設置（第 3期） 

対策：車両速度抑制等のための 

シケイン設置（第 3 期） 

B 区間の課題 

＜課題：車両の走行速度が速い。自動
車や歩行者等が混在）＞ 

幅員が広く、直線的で見通しも良い
ため、車両の走行速度が速くなってい
る。 

また、車道が広く路側帯が狭いた
め、歩行者が通行するには、危険であ
ると感じている可能性が高い。 

対策：通過交通抑制等のための 

路面表示の設置（第 3期） 

対策：歩行者の安全確保等のための 

路側帯拡幅 

（第 1 期より継続） 

対策：通過交通抑制等のための 

交差点入口狭さく設置 

（第 2 期より継続） 

対策：歩行者の安全確保等のための 

横断帯の設置（第 2 期より継続） 

注意喚起の表示（第 2期より継続） 

対策：歩行者の安全確保等のため

の路側帯カラー化 

（第 2 期より継続） 

対策：歩行者の安全確保等のた

めの路側帯拡幅 

（第 1 期より継続） 

この地図の作成に当たっては、国土地理院長の承認を得て、同院発行の基盤地図情報を使用した。（承認番号 平 25 情使、第 466 号）



 
 

二の宮小学校通学路交通安全対策のイメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（現 状） （対策後のイメージ） 

（対策後のイメージ） （現 状） 

路側帯の拡幅、路側帯のカラー化、ポールの設置 

交差点入口狭さくの設置 

シケインの設置、路側帯の拡幅 

ハンプの設置 

（現 状） （対策後のイメージ） 

（現 状） （対策後のイメージ） 

約 5.5ｍ 5.0ｍ 

4.5ｍ 
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